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謬【特集】CLOSE UP! WOMAN 

坂谷さんは、この町の出身者だと伺いまし
た。ここでカフェをオ ー プンさせようと 思っ
たきっかけを教えてください。

坂谷 大学時代をのぞいて、就職してから
もずっと五城目町に住んでいるんです。やっ
ぱり、町が廃れてきたな、元気がなくなった
なと感じていました。そこに、ある時、都会か
ら「この町に住みたい！」と移住してきてくれ
た人たちがいたんです。都会から人が来
て、何か始め出したぞというのが、ほとんど
の町の人たちの感想だったと思います。私も
最初はそう思っていました。でも、移住の人
たちが旗振り役となって結成された ‘‘ 五城目
朝市わくわく盛り上げ隊 ’'というのに参加す
る機会があり、実際に関わってみると、皆さん

ほぼ作り直しが必要だったお店。解体の様子
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、町の未来のために 一念発起！
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いちカフェ 店主 坂谷彩さん

五城目町に移住してきた画期的で前向きな発想を持った方々 に刺激さ
れ、カ フ ェ をオ ー プンさせたのは、この町出身の坂谷彩（あや）さん。生ま
れ 育 った故郷、五城目町を大切に する 坂谷さんが作り上げたカ フ ェ の形
を聞いてきま した。

とても面白いんです。前向きだし、発想が豊
かだし。その集まりに、自分の手料理を持参
していったのですが、「お店、出した方がいい
よ！！」とすごくほめてくれて … 。その気になっ
て出してしまったようなところもありますね。

飲食店でのお仕事は初めてだったとか。
お店をオ ー プンするまでに はご苦労も
あったのでは？

坂谷 かなり苦労しました。まずは家族の
説得が大変でした。未経験の分野だし、子
どもが小さかったこともあって、主人も主人と
私の両親もみんな反対で。「もっとたくさん
の人にこの町の暮らしを楽しんでほしい！」
「そのためには、町の魅力を外から見てくれ

1年がかりで改装をしてようやくオ ー プン

る人たちの存在が必要だし、交流できる場
所が欲しい！」と訴え続けて。ようやく納得し
てもらったんです。

ご覧の通り、この朝市通りのお店は、経営者
が高齢になってきたというのもあり、シャッ
タ ーが降ろされたままのお店も多いんです。
でも、貸すことはできないと断られることが多
かったですね。それでも、しぶとく目ぼしい建
物を見つけては交渉し、断られては交渉を
し … 。ようやく見つけた、お気に入りの物件
がここでした。「五城目朝市わくわく盛り上げ
隊」として、ごじょうめ朝市plus＋の立ち上
げにも関わらせてもらっていたので、どうして
もこの朝市通りでお店をやりたかったんです。

ご家族からの反対と、物件探し … 。どちら
も理解を得られるまで 大変な想いをされ
たのでは 。ご主人も反対派だったのです
ね。

坂谷 最初は反対派でしたね。でも、私の
想いに負けて、「やる！」と決めてからは、あ
らゆる面で協力してくれました。椅子一つ決
めるのにも、単独で見た場合と並べて見た
場合、テ ー プルと合わせた時、など選ぶ作業
も大変で。築50年以上経つ古い建物だっ
たので、主人だけではなく、仲間たちにも協

力してもらって、壁を壊したり、メニュ ーの構
想を練ったり。1年がかりで改装をしてよう
やくオ ー プンさせました。

何でもない“いち ” 主婦が、朝 “いち ＂ 通りで、
何もないところから ＂ いち ” から始めたカ
フェ、という意味で「いちカフェ」という名前に
しました。「いちから始める、いちから始まる」

P3 

秋田で活躍する女性にインタビュ ー

というキャッチフレ ー ズは主人が考えてくれ ー番人気のランチメニュ ー 「バタ ーチキンカレ ー 」 「ベトナムフェア」での様子
ました。子育てのサポ ー トや応援団として動
いてくれる主人には感謝しかありません！！

ご主人が考えてくれたキャッチフレ ーズ

【坂谷彩さんプロフィ ー ル】

いちカフェはどんなお店なんでしょう？

坂谷 子育て中ということもあって、基本的
には平日の 10 時から 15時までが営業時間
ですが、朝市の日と日曜日が重なった時に開
催するごじょうめ朝市plus＋の日は、お店を
開けています。コ ー ヒ ーなどのドリンク、手作
りお菓子、ランチの定番メニュ ーはバタ ーチ
キンカレ ー、サバカレ ーなのですが「ベトナム
フェア」や「ピザ企画」など定期的に企画を
考えたりもしています。

そのほかに、五城目町で自家製 パンを作っ
ている「GABUGABU」さんのパン販売の日
も。パンを目当てに来るお客さんもいたり、カ
フェに来たお客さがパンを買って行ったりし
ます。「GABUGABU」さんのように、何かに
挑戦してみたい！という方に場所を提供する
こともあります。

町の人と外から来てくれた移住の人たち。
その人たちがもっと距離を縮められる場所
を作りたかったんです。ここで、お茶してい
たらたまたま隣の人が移住で来た方で、話
してみたら面白くて、という風にどんどん見え
方が変わっていったらいいですよね。そんな
交流の場のためにこのカフェが活用された
らいいな、そこから町が変わっていったらい
いなと思っています。

“ごじょうめ朝市plus+ ’'の日に は、町内外
から訪れるお客さんでごった返すほどの
人気のお店 “ いちカフェ ’'。坂谷さんが思い
描いていた交流が自然と生まれ、五城目の
情報発信の役目も果たしているようです。
「あのお店に行けば何かおもしろいことが
ありそう！」そんなワクワク感が感じられる
素敵なお店です。 ぜひ、坂谷さんや五城目
の方々に会いに、ぜひ行ってみてください。

【いちカフェ】
五城目町出身。県外の大学を卒業後、地元で就職。
同じく五城目町出身のご主人と結婚し、パー ト勤
務をしながら子育てに専念していたが、「五城目
朝市わくわく盛り上げ隊」に参加したのをきっか
けにカフェを始める決意をする。二児の母。
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五城目町下夕町59-6 （朝市通り）
駐車場／2台（お店の裏通りにある田口歯医者さん向かい）
営業時間／10:00~15:00

定休日／月土日

〇@ichicafe.gojome ◎@ichicafe.gojome
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